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日  時  平成28年11月27日（日） 午前8時30分～ 

場  所  八幡小学校 

参 加 者  八幡地区住民を始め 
            市防災関係の担当者など約160人 

平成28年度 八幡コミュニティ総合防災訓練実施概要 

防犯パトロール 

自主防災訓練 あんしん見守り隊 

あいさつ運動 

交通安全運動 

安全なまちづくり運動 総合防災訓練 

　
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

で
は
、

「

自
分
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
に

愛
着
を
抱
く
こ
と
が
ま
ち
づ
く

り
の
第
一
歩
で
あ
る
」

を
理
念

に
掲
げ
て
い
る
。

誰
も
が
、

住

み
や
す
い
・
安
全
・
安
心
な
ま

ち
で
生
活
し
た
い
と
願
っ

て
い

る
に
ち
が
い
な
い
。

昨
年
十
一

月
の
地
域
懇
話
会
に
お
い
て
、

「

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
白
熱
し
た
討
議
が

展
開
さ
れ
た
。

議
論
百
出
の
観

を
呈
し
て
は
い
る
が
、

具
現
す

る
の
は
容
易
で
は
な
い
。

　
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

が
従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
の

一
端
は
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
沿
っ

た
事
業
な
の
で
こ
の

特
集
号
で
紹
介
す
る
。

八
幡
住

民
の
一
人
ひ
と
り
が
「

自
分
た

ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
良
く

す
る
」

と
の
意
欲
を
持
っ

て
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
に
積
極
的

に
参
加
す
る
こ
と
が
目
標
到
達

へ
の
一
番
の
近
道
で
あ
る
よ
う

な
気
が
す
る
。

＜地域懇話会テーマ＞子どもからお年寄りまでが、住みよいまちづくり 

ま ち づ く り 事 業 体 系 
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地 域 懇 話 会 

　
平
成
二
六
年
度
に
始
ま
り
今

年
度
で
第
三
回
と
な
る
地
域
懇

話
会
が
、

宮
島
市
長
を
迎
え
て

十
一
月
十
二
日
に
知
多
市
青
少

年
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回

は
「

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

が
、

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」

を
テ
ー

マ
に
設
定
し
、

四
グ

ル
ー

プ
に
分
か
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ

テ
ィ

か
ら
の
参
加
者
三
三
名
が

熱
心
な
討
議
を
交
わ
し
た
。

　
何
を
も
っ

て
住
み
よ
い
ま
ち

と
感
じ
る
の
か
、

主
観
で
左
右

さ
れ
る
テ
ー

マ
が
ゆ
え
に
対
策

を
一
定
の
方
向
に
収
束
さ
せ
る

の
は
容
易
で
は
な
く
、

各
グ

ル
ー

プ
の
発
表
内
容
も
多
岐
に

及
ん
だ
。

　
討
議
の
内
容
は
市
の
市
民
協

働
課
で
対
応
を
と
り
ま
と
め
、

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

へ
報
告
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

交 通 安 全 運 動 

　
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

の
地
域

管
轄
部
会
と
環
境
・
安
全
部
会

の
み
な
さ
ん
が
、

年
末
の
交
通

安
全
県
民
運
動
に
協
力
し
て
路

上
活
動
を
行
っ

た
。

　
十
二
月
三
日
に
、

堀
切
交
差

点
で
通
行
車
両
に
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
る
立
哨
を
す
る
と
共

に
寺
本
駅
乗
降
客
に
は
交
通
安

全
啓
発
グ
ッ

ズ
を
配
布
を
し

た
。

総 合 防 災 訓 練 

　
震
度
7
の
南
海
ト
ラ
フ
三
連

動
巨
大
地
震
が
発
生
し
大
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
の
想
定

で
、

十
一
月
二
七
日
に
八
幡
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
た
。

　
大
津
波
警
報
発
令
と
同
時
に

各
自
で
一
旦
近
く
の
一
時
避
難

場
所
へ
行
き
、

そ
の
後
、

避
難

所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
八
幡
小

学
校
へ
集
団
で
移
動
し
て
、

炊

き
出
し
食
の
試
食
、

消
火
栓
か

ら
の
放
水
、

人
工
蘇
生

（

A
E
D
操
作
）

な
ど
の
体
験

を
し
て
地
震
発
生
時
に
備
え

た
。

　
八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

に
防
災

部
会
が
新
設
さ
れ
た
の
は
平
成

二
三
年
度
と
ま
だ
日
が
浅
い
。

地
区
の
防
災
体
制
を
強
化
す
る

に
は
経
験
と
継
続
性
が
不
可
欠

で
あ
る
。

到
達
目
標
を
決
め
長

期
計
画
に
基
づ
い
て
活
動
で
き

る
、

持
続
的
な
推
進
組
織
の
構

築
が
今
後
の
課
題
と
言
え
る
。

安 全 な ま ち づ く り 運 動 
　
環
境
・
安
全
部
会
の
事
業
と

し
て
、
「

夏
の
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
県
民
運
動
」

の
期
間
中
の

八
月
二
日
に
、

知
多
警
察
署
、

知
多
市
役
所
の
協
力
を
得
て
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の

啓
蒙
活
動
が
実
施
さ
れ
た
。

自 主 防 災 訓 練 

　
大
災
害
が
起
こ
っ

た
場
合
、

火
災
を
は
じ
め
、

道
路
の
寸

断
、

断
水
、

停
電
な
ど
、

さ
ま

ざ
ま
な
被
害
が
広
い
範
囲
で
発

生
し
、

消
防
や
警
察
な
ど
の
公

的
機
関
に
よ
る
救
護
活
動
は
す

ぐ
に
は
期
待
で
き
な
い
。
「

自

主
防
災
組
織
」

は
、

近
所
の
人

た
ち
と
協
力
し
あ
い
「

自
分
た

ち
の
ま
ち
は
、

自
分
た
ち
で
守

ろ
う
」

と
い
う
地
域
の
自
発
的

な
防
災
活
動
の
組
織
で
あ
る
。

災
害
に
強
い
八
幡
の
ま
ち
を
つ

く
り
あ
げ
る
た
め
、

地
区
内
十

三
の
字
・
町
内
で
組
織
さ
れ
て

い
る
。

　
年
一
回
の
自
主
防
災
訓
練
で

は
、
「

消
火
器
の
取
り
扱
い
」

「

放
水
訓
練
」
「

三
角
巾
の
練

習
」

な
ど
災
害
発
生
時
の
基
本

的
対
処
法
の
習
得
に
努
め
て
い

る
。

平
成
二
八
年
度
の
訓
練
へ

の
住
民
参
加
状
況
は
八
幡
全
体

で
約
三
五
〇
名
で
あ
っ

て
決
し

て
多
く
は
な
い
。

参
加
人
数
を

増
や
す
た
め
に
は
、

行
政
の
防

災
部
門
と
の
連
携
を
密
に
し
て

訓
練
内
容
の
形
骸
化
を
防
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

防 犯 パ ト ロ ー ル 

あ ん し ん 見 守 り 隊 

　
あ
ん
し
ん
見
守
り
隊
は
、

八

幡
小
学
校
か
ら
の
要
請
を
受
け

て
平
成
十
八
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
。

登
下
校
す
る
児
童
を

交
通
事
故
や
犯
罪
か
ら
守
ろ
う

と
八
地
域
の
住
民
（

老
人
会
・

子
ど
も
会
・
民
生
児
童
委
員

他
）

が
自
分
の
都
合
の
良
い
日

程
に
合
わ
せ
て
通
学
路
で
立
哨

し
て
い
る
。

あ い さ つ 運 動 

　
今
年
の
第
二
回
あ
い
さ
つ
運

動
が
十
二
月
五
日
に
行
わ
れ

た
。

こ
の
運
動
の
歴
史
は
古

く
、

八
幡
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

発
足

直
後
の
昭
和
六
二
年
度
か
ら
今

日
ま
で
続
い
て
き
い
る
。

　
青
少
年
健
全
育
成
部
会
と
民

生
児
童
委
員
及
び
八
幡
中
学
校

生
徒
の
み
な
さ
ん
が
、

小
中
学

校
の
校
門
で
登
校
し
て
く
る
生

徒
に
啓
発
テ
ィ

シ
ュ

を
手
渡

し
、

あ
い
さ
つ
の
励
行
を
呼
び

か
け
た
。

平
成
二
八
年
度

 

 

防
災
・
安
全
・
防
犯
活
動
の
実
績
概
況

 

　
平
成
二
一
年
度
か
ら
各
地
域

で
自
主
的
に
続
け
て
い
る
防
犯

パ
ト
ロ
ー

ル
に
よ
っ

て
、

八
幡

地
区
で
の
犯
罪
（

コ
ソ
泥
・
空

き
巣
・
チ
カ
ン
・
自
転
車
ド
ロ

な
ど
）

抑
制
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
る
。

　
自
治
会
の
役
員
を
は
じ
め
老

人
会
・
子
ど
も
会
・
民
生
児
童

委
員
他
大
勢
の
住
民
が
、

八
幡

の
ほ
ぼ
全
域
を
巡
回
・
監
視
す

る
こ
と
で
安
全
・
安
心
が
保
た

れ
て
い
る
。
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◆防災マップ、災害対応マニュアルなど八幡地 

  区に適応した公助以前の行動規範整備。 

◆防災体制の確立には、5年後・10年後を見据 

  えた確固たる長期計画の策定が必須。 

◆八幡地区の防災体制を継続的に検討し、 

  実践躬行の中核となる人材の確保。 

◆自主防災訓練の実効性見直しとコミュニティ 

  防災部会との職掌及び連携要領明確化。 

 交通安全・防犯活動の主体は行政であり、コミュニティは地域を補完する立場にある。これま

での延長を維持すれば、今以上の内容強化は考えなくて良さそうである。 

 他方、全国的に発生している災害報道の影響で防災・減災に対する住民意識は高まっている

が、現実の備えは十分とは思えない。自助・共助が叫ばれているものの、八幡住民の危機に直

結するこの地区の防災体制は脆弱ではないだろうか。八幡コミュニティに求められる防災・減

災対策を考察する。 

防災・安全・防犯活動のあゆみ

年　　月 活　動　項　目

昭 和 60 年 1 月 八幡小学校区コミュニティ推進協議会（現 八幡コミュニティ）発足

昭和62年11月 あいさつ運動

平成16年11月 第1回八幡コミュニティ防災訓練

平 成 18 年 5 月 見守り隊

平 成 19 年 8 月 安全なまちづくり運動

平 成 20 年 1 月

平 成 21 年 1 月 感謝状（治安の維持に貢献）愛知県知多警察署長

平 成 22 年 1 月

平成20年10月 防災訓練（避難所生活体験）

平 成 21 年 4 月 防犯パトロール

平 成 22 年 5 月 感謝状（犯罪の防止と少年の健全育成に貢献）愛知県知事

平 成 23 年 1 月

平 成 24 年 1 月

平 成 25 年 1 月 感謝状（安全・安心なまちづくり活動に貢献）

平 成 27 年 1 月 愛知県知多警察署長

平 成 28 年 1 月

平 成 29 年 1 月

平 成 23 年 4 月 防災部会新設

平 成 23 年 8 月 防災講演会「予測される東海・東南海連動型地震と八幡地区への影響」

平成23年10月 感謝状（犯罪防止に貢献）

愛知県警察本部長・社団法人愛知県防犯協会連合会長

平 成 24 年 1 月 部会研修会「岡田地区　防災会再編について」

平 成 24 年 7 月 コミュニティ広報紙に啓蒙コラム「天災人悟」連載

平成24年11月 知多市総合防災訓練

平 成 26 年 4 月 防災・減災部会に部会名変更

〃 防災器材充実（宝くじ助成金）

平成27年11月 感謝状（地域安全活動に貢献）愛知県地域安全研究会

平 成 28 年 6 月 感謝状（地域安全活動に貢献）愛知県知多警察署長


